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矢野　公士（62回生） 
 

　今回は、懐かしの授業というわけではありませんでしたが、

「文系頭」の私にとって、新鮮なお話が聞けるのではない

かという期待のもと、講演を聞かせて頂きました。 

　やはり期待通りで、パワーポイントを使い、しかも粘土

を鉄に見立てて実際に実演して頂くなど、楽しく分かりや

すい講演でした。技術大国ニッポンを支えてきたのは、多

くの中小企業の最先端技術であるということを改めて実感

しました。 

川崎　洋輝（37回生） 
 
　正木先生の特別授業は、昭和37年の中３の１学期中間テスト（代数）の
問題を題材に、解答を解説する形で進められました。 
　テストがなくて内心ホッとしたのは私だけではなかったようです。 
　「忘れた」、「難しい」あるいは「今の方が解ける」など色々な囁きが
聞こえる中、先生の解説が淡々と進められ、いつしか数十年前の世界へタ
イムスリップしたような気分になりました。 
　読みやすい字、明解な解説、温厚な表情など、現役時代とほとんど同じで、
黒板へ大きな円を描く得意技も披露していただきました。 
　40分間のつかの間の授業でしたが、先生のお元気な姿を拝見し、何か新
たな気力が湧いてきたような気がしました。80歳を迎えられた正木先生の
ご健康とご多幸を心からお祈り致します。 

（41回生） 

八木　勝二（51回生）  

　ホームカミングデーとともに恒例化されつつある卒業30周年の学

年特別行事。いつの間にか幹事長のような立場になり、メンバーを

随意に集めたのが昨年の暮れ。各ホーム２名程度の幹事を集め、そ

れがたった３回の打ち合わせ会で、見事な感動と余韻の行事が行え

ました。 

　当日やった内容は、昼には学校の大きい教室をお借りして①浜田

教頭のＨＲ②土居先生の古文③中沢先生の英語という超豪華３本立て。

国会議員氏を含む約60名がタイムスリップ30年をしました（直木

賞作家は欠席）。夜はホテルの会場で大懇親会。100余名の参加となり、目玉の「32年前の仮装行列の映像」を

機軸に大いに盛り上がりました。当然２軒目、３軒目と続き、一部の人は翌朝早くからゴルフに出かけていました。 

　改めて「土佐高の底力」を感じました。あれだけの事をするのに、３時間程度の打ち合わせとメール交換で、そ

れぞれの得意分野で動いてくれて素晴らしいものが出来たからです。事務系・企画系・交渉系・根回し系・ＩＴ系・

裏方系・行動系等々、瞬時に役割が出来るところが土佐高の土佐高たるゆえんであるとしみじみ思ったこの行事で

した。早くも「50歳記念（来年なんです）大懇親会」をやろうという声もあがっています。 



宮野　伊知郎・優子（63回生） 
 
　ホームカミングデーに参加するのは2回目です。1昨年初めて参加した際は、16年ぶ
りに訪れた母校に強烈な懐かしさを感じ、夫婦そろってハイテンションで「懐かしい！」
を連呼しながら、校内をくまなく回って写真をとりました。今回はさすがにやや落ち着
いた気持ちで参加したものの、食堂でラーメンを食べていると、やはりしみじみと学生
時代を思い起こしました。今回は都築先生の特別授業に出席しました。授業の前に教壇
で立体作品を組み立てている都築先生を見ながら、「どんな授業だろう」とわくわく。
思えばこんな風に授業が始まるのを楽しみに待ったことは中学・高校時代にはあまりな
かったような気がします。授業が始まってみると、なんと同級生が私達の他に4人も出
席していました。新聞などで時々ご活躍の様子を目にする都築先生ですが、海外で作品
展を行われたときのエピソードなども披露して下さいました。「自己の内面を表現する
ことが、精神を健康に保ち、生涯にわたっていきいきと生きていくために重要である」
という都築先生のお話は、今自分が30代後半という年齢になっているからこそ、とて
もストレートに心に響いたような気がします。この日以来、練習をやめてからもう15
年以上になるピアノをもう一度やり直してみようと決心しました。主人も何か楽器を習
いたいと思い始めたようです。いつかは友達を招いて夫婦でミニコンサート、なんて夢
を与えてくれた都築先生の授業でした。 

前田小百合（61回生） 
 
　私たち61回生にとって、この夏のホームカミングデー目玉行事の一つは、
なんと言っても井上聖香先生による特別授業でした。聖香先生の笑顔やお声は、
以前とほとんどお変わりないようです。私もすっかり生徒の気分に戻り、「今
日は、どんなお話しをしてくださるのだろう」と期待で胸が躍ります。 
　先生は、文芸誌『Chit Chat』掲載の英文、授業で用いたアメリカン・ジョ
ークのイラスト、英語駄洒落、発音講座、そして英詩『What color is love?』
などを取り上げ、さまざまに当時の授業風景を再現してくださいました。この
特別授業を通して聖香先生が私に教えてくださったこと。それは、聖香先生が
私たちに英語の面白さを存分に教えてくださったということです。 
　現在、私は追手前高校で英語を教えていますが、あらためて自分の原点を大
切に、これからも努めていきたいと思います。ほんとうにありがとうございま
した。 

尾石　敦 ほか メンバー一同（49回 Ｎホーム） 

　ホームカミングデーでは猛暑の中スタッフの方々は大変だった

ことと思います。 

　この度は、我々のバンド「ぺんぺん草」が思いがけなく、あこ

がれ（？）の体育館で演奏することができ有難うございました。

メンバー全員が49回生で、中学生の頃から拓郎だ、かぐや姫だ

と始めたバンドを当時のメンバーのまま、いまだに続けてやって

います。あの頃を知る方々にはちょっと懐かしく感じていただい

たのではないでしょうか。学生の頃は向陽祭での体育館がメインステージでした。当時できたばかりの体育館で演

奏した気持ちよさを忘れることができず、当時から良き理解者であった西峯先生にふと、体育館でもう一度歌って

みたいと話したところ、この機会をいただくことができました。暑くて大変でしたが、あの頃を思い出しながら懐

かしく演奏することができました。スタッフの皆様方、あの暑い体育館で内輪片手にお聞きくださった皆様方、そ

して、機会を下さった恩師西峯先生に感謝申し上げます。 
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